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福
知
山
市
は
人
口
約
７
万

４
千
人
、面
積
は
５
５
２
．54

㎢
、
京
都
府
の
北
西
部
に
位

置
す
る
。

一
級
河
川
由
良
川
中
流
部

の
福
知
山
盆
地
で
は
、
勾
配

が
緩
く
な
り
水
が
溜
ま
り
や

す
く
、
下
流
部
で
は
勾
配
が

緩
や
か
、
か
つ
狭
長
な
谷
低

平
野
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
中
下
流
部
に
位
置
す
る

福
知
山
市
で
は
、
水
害
が
頻

発
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
令
和
元
年
度

か
ら
２
年
度
に
か
け
て
、「
福

知
山
市
避
難
の
あ
り
方
検
討

会
」
を
設
置
し
、
市
民
の
避

難
に
対
す
る
意
識
の
あ
り
方

や
、
避
難
行
動
に
繋
げ
る
た

め
の
情
報
発
信
の
あ
り
方
、

要
配
慮
者
の
避
難
支
援
や
避

難
所
運
営
等
も
含
め
た
避
難

の
あ
り
方
全
般
に
つ
い
て
、

今
後
の
対
応
策
の
検
討
が
行

わ
れ
た
。

そ
の
後
、
避
難
の
あ
り
方

検
討
会
最
終
と
り
ま
と
め
で

定
め
た
今
後
の
方
向
性
に
基

づ
き
、
地
域
で
作
る
マ
イ

マ
ッ
プ
を
通
じ
た
避
難
ス

イ
ッ
チ
の
設
定
や
、
福
知
山

市
防
災
ア
プ
リ
、
防
災
行
政

無
線
等
に
よ
る
地
域
ご
と
の

き
め
細
や
か
な
情
報
発
信
、

車
中
泊
避
難
イ
ベ
ン
ト
な
ど

さ
ま
ざ
ま
取
り
組
み
を
進
め

て
い
た
。

神
戸
町
は
比
較
的
、
災
害

が
少
な
い
地
域
だ
が
、
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

に
備
え
、
対
策
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

奈
義
町
は
人
口
約
５
４
０

０
人
、面
積
は
69
．
52
㎢
、陸

上
自
衛
隊
日
本
原
駐
屯
地
、

日
本
原
演
習
場
が
行
政
区
の

約
２
割
を
占
め
る
。

現
在
の
人
口
を
維
持
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、

子
育
て
支
援
施
策
、
住
宅
施

策
、
魅
力
あ
る
教
育
、
就
労

の
場
の
確
保
施
策
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
に
取
り
組
み
、

令
和
元
年
に
は
合
計
特
殊
出

生
率
２
．
95
を
記
録
。
奈
義

町
は
「
奇
跡
の
ま
ち
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

子
育
て
支
援
施
策
を
23
事

業
、
そ
の
内
14
事
業
は
町
単

独
事
業
と
し
て
実
施
し
、
手

厚
い
支
援
を
行
っ
て
い
る
と

感
じ
た
。
特
に
、
大
学
等
卒

業
後
に
町
内
に
居
住
す
る
こ

と
で
、
最
大
全
額
の
返
済
免

除
と
な
る
奨
学
育
英
金
の
制

度
は
興
味
深
か
っ
た
。

地
域
と
子
育
て
の
拠
点
施

設
で
あ
る
「
な
ぎ
チ
ャ
イ
ル

ド
ホ
ー
ム
」も
見
学
し
た
。子

育
て
世
代
が
気
軽
に
通
え
る

施
設
と
し
て
開
放
し
、
育
児

相
談
、
地
域
住
民
に
よ
る
子

ど
も
の
一
時
的
な
預
か
り
、

保
護
者
と
保
育
士
に
よ
る
当

番
制
の
自
主
的
な
保
育
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
町
民
同
士

で
支
え
あ
う
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
体
制
が
で
き
て
い
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
は
、

町
民
へ
安
心
感
を
も
た
ら
し

て
い
た
。
誰
も
が
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
環
境
を
目
指

し
、
参
考
に
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。
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【岡山県 美咲町】

「持続可能な議会」の確立を目指す美咲町議会

美
咲
町
は
、
岡
山
県
の
中

央
部
に
位
置
し
、
面
積
は
神

戸
町
の
12
倍
の
２
３
２
．
17

㎢
、
人
口
は
約
１
万
２
千
人

で
、高
齢
化
率
は
約
41
％（
神

戸
町
約
33
％
）
の
山
間
部
の

静
か
な
町
で
あ
る
。町
に
は
、

西
日
本
最
大
の
養
鶏
場
が
あ

り
、「
卵
か
け
ご
は
ん
の
発
祥

の
地
」
を
町
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
に
し
て
い
る
。

美
咲
町
議
会
の
「
デ
ジ
タ

ル
デ
バ
イ
ト
対
策
」
は
、
全

国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
議

会
改
革
の
先
進
事
例
の
一
つ

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
取
り
組
み
の

詳
細
を
聴
く
た
め
、
今
回
の

視
察
を
計
画
し
た
。

美
咲
町
議
会
の
議
員
数

は
、
14
名
で
あ
る
。
今
回
の

視
察
の
説
明
に
議
員
が
７

名
、
事
務
局
２
名
の
計
９
名

で
取
り
組
み
の
説
明
な
ら
び

に
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
い

た
。視

察
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対

策
」
は
、情
報
通
信
技
術
（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
を
使
い
こ
な
せ
る
人

と
そ
う
で
な
い
人
の
格
差
を

で
き
る
だ
け
な
く
す
施
策
を

い
う
が
、美
咲
町
議
会
で
は
、

紙
媒
体
・
デ
ジ
タ
ル
を
は
じ

め
多
方
面
か
ら
情
報
発
信
を

し
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、

美
咲
町
議
会
が
「
持
続
可
能

な
議
会
」、「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
議
会
」
を
め
ざ
し
て

い
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
た
め
「
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ド
対
策
」だ
け
で
な
く
、

議
会
の
持
続
性
・
開
放
性
を

意
識
し
た
数
多
く
の
取
り
組

み
を
し
て
い
る
。
今
回
の
研

修
で
は
、
具
体
例
を
25
項
目

に
分
け
て
詳
し
く
説
明
し
て

い
た
だ
い
た
。

説
明
を
聴
い
て
い
て
学
ぶ

点
が
多
く
あ
っ
た
。例
え
ば
、

委
員
会
終
了
後
は
、
議
員
間

で
感
想
を
述
べ
あ
う
時
間
を

設
け
、
率
直
な
意
見
を
出
し

合
う
た
め
、
相
手
の
発
言
を

否
定
せ
ず
、
相
互
理
解
や
情

報
共
有
に
努
め
て
い
る
こ
と

や
、
北
海
道
栗
山
町
議
会
の

議
会
改
革
な
ど
、
他
の
議
会

か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
開
か
れ
た
議
会
を
め

ざ
し
て
、
小
・
中
・
高
・
大

学
の
学
生
と
交
流
を
も
ち
、

住
民
と
の
会
話
も
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

美
咲
町
議
会
の
議
員
は
、

熱
量
が
高
く
我
々
を
横
断
幕

で
出
迎
え
、
そ
し
て
送
り
出

し
て
く
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

出
迎
え
は
、
初
め
て
の
経
験

で
あ
っ
た
。

ま
た
、
自
分
た
ち
の
実
践

報
告
ば
か
り
で
な
く
「
神
戸

町
の
取
り
組
み
も
教
え
て
欲

し
い
。」と
謙
虚
な
姿
も
印
象

的
で
あ
っ
た
。

今
回
の
視
察
で
感
じ
た
こ

と
だ
が
、
議
会
改
革
と
は
、

一
般
的
に
議
会
運
営
・
組
織
・

制
度
を
改
善
し
て
い
く
こ
と

を
い
う
が
、
美
咲
町
議
会
の

取
り
組
み
を
聴
い
て
、
議
員

同
士
の
議
論
か
ら
議
会
文
化

を
高
め
て
い
く
取
り
組
み
で

は
な
い
か
と
感
じ
た
。

広島県

島根県
鳥取県

兵庫県

美咲町

岡 山 県

議会改革特別委員会 副委員長  小川 榮一 議員
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津
山
市
は
、
岡
山
県
の
北

部
に
位
置
し
、
江
戸
時
代
は

10
万
石
の
城
下
町
で
あ
っ
た
。

面
積
は
神
戸
町
の
26
倍
の
５

０
６
．
33
㎢
、
人
口
は
約
９

万
４
千
人
で
、
高
齢
化
率
は

約
31
％
の
都
市
で
あ
る
。

今
回
の
視
察
の
テ
ー
マ
は
、

「
津
山
市
の
介
護
予
防
の
取

り
組
み
」
で
あ
る
。
津
山
市

は
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
る

独
自
の
介
護
予
防
の
取
り
組

み
を
し
て
い
る
。

津
山
市
の
介
護
予
防
対
策

で
気
づ
い
た
こ
と
を
３
点
に

ま
と
め
て
み
る
。

一
点
目
は
、
介
護
で
使
わ

れ
る
言
葉
を
「
再
定
義
」
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、「
介
護
予
防
」
の

言
葉
を
、
津
山
市
で
は
「
健

康
支
援
」
の
言
葉
に
置
き
換

え
て
い
る
。
置
き
換
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、「
ど
う
す
れ
ば

健
康
に
過
ご
せ
る
か
」
と
い

う
前
向
き
な
捉
え
方
に
な
る
。

「
介
護
」
の
言
葉
だ
け
で
な

く
、「
健
康
」
な
ど
の
言
葉
も

「
身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的

に
完
全
に
良
好
な
状
態
」（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
を
「
健
康
と
は
、
か

ら
だ
と
こ
こ
ろ
と
、
周
り
の

人
と
の
関
わ
り
が
よ
い
状

態
」
に
換
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
イ
メ
ー
ジ
が
は
っ
き
り

し
、
や
る
こ
と
が
明
確
に
な

る
。言

葉
の
再
定
義
に
よ
り
、

前
向
き
な
イ
メ
ー
ジ
と
や
る

こ
と
の
明
確
化
が
図
ら
れ
て

い
る
。

二
点
目
は
、
行
政
の
リ
ー

ド
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

住
民
主
体
で
取
り
組
み
、
行

政
は
支
援
に
徹
す
る
こ
と
で

あ
る
。

津
山
市
の
介
護
予
防
の
中

心
に
な
る
の
は
、
高
齢
者
が

容
易
に
通
え
る
範
囲
内
に
あ

る「
通
い
の
場
」で
あ
る
。
市

内
２
１
１
カ
所
の
「
通
い
の

場
」
が
、
体
操
や
交
流
の
場

と
し
て
住
民
主
体
で
運
営
さ

れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
事
業
は
住
民

主
体
の
運
営
で
あ
る
た
め
、

体
操
に
使
う
器
具
代
だ
け
が

行
政
と
し
て
予
算
化
さ
れ
て

い
る
。

三
点
目
は
、
事
業
の
継
続

性
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。継

続
の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト

が
「
住
民
に
続
け
さ
せ
る
で

は
な
く
、
住
民
が
つ
づ
け
た

い
と
思
え
る
支
え
方
を
考
え

る
」
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に

は
「
支
え
る
人
を
支
え
る
」

が
必
要
に
な
る
。
住
民
の

リ
ー
ダ
ー
の
声
を
聴
き
、
聴

い
た
こ
と
に
答
え
る
こ
と
、

リ
ー
ダ
ー
を
徹
底
的
に
支
え

続
け
る
こ
と
が
継
続
性
の
カ

ギ
に
な
る
と
し
て
い
る
。

今
回
の
津
山
市
の
視
察
で

は
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
ら
れ
た
。
特
に
、
事
業

説
明
を
さ
れ
た
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
室
の
安
本
氏
の
専
門

的
知
見
に
裏
打
ち
さ
れ
た
熱

量
の
高
さ
に
感
銘
を
受
け
た
。

福
祉
事
業
で
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン

パ
ワ
ー
の
力
の
大
き
さ
を
改

め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
津
山
市
の
事
例
か

ら
、
住
民
自
身
が
主
体
的
に

取
り
組
む
こ
と
は
、
住
民
自

身
の
健
全
性
を
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
、国
民
健
康
保
険
・

介
護
保
険
の
健
全
性
も
向
上

す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ

の
取
り
組
み
は
、
行
政
・
住

民
双
方
が
Ｗ
ｉ
ｎ
― 

Ｗ
ｉ

ｎ
の
関
係
に
な
る
取
り
組
み

で
も
あ
る
。

行政視察レポート
【岡山県 津山市】

津山市の住民主体の介護予防の取り組み
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表
紙
の
写
真
は
、神
戸
町
末
守
の
性し

ょ
う
け
ん
じ

顕
寺
の
「
鐘し

ょ
う
ろ
う楼」

で
す
。
昭
和
33
年
９
月
30
日
に
町
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

回
廊
周
囲
の
勾
欄
の
外
部
、
軒
廻
り
の
彫
刻
は
、
実

に
繊
細
巧
緻
を
極
め
、
室
町
末
期
頃
の
彫
刻
工
芸
の
粋

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
見
事
な
建
築
美
を
示
し
、
様
式

は
室
町
期
の
特
徴
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
ま
す
。

性
顕
寺
は
昔
、
川
西
村
の
東
、
下
宮
へ
通
じ
る
道
の

北
側
の
野の

部ぶ

と
い
う
地
域
に
あ
り
、
後
に
末
守
村
へ
移

転
し
ま
し
た
。
こ
の
鐘
楼
は
野
部
に
あ
っ
た
当
時
、
勧

学
院
の
鐘
楼
を
移
築
し
た
も
の
で
す
。

議会の動き（８月～ 10月）

８月９月10月

19
日
（
火
）	

議
会
運
営
委
員
会

21
日
（
木
）	

全
員
協
議
会

	

市
町
村
議
会
議
員
セ
ミ
ナ
ー

30
日
（
土
）	

東
海
環
状
自
動
車
道

	

（
本
巣
IC
～
大
野
神
戸
IC
間
）

	

開
通
式
典

１
日
（
月
）	

第
７
回
定
例
会
（
初
日
）

３
日
（
水
）	

民
生
文
教
常
任
委
員
会

４
日
（
木
）	

総
務
建
設
常
任
委
員
会

５
日
（
金
）	

連
合
審
査
会

10
日
（
水
）	

第
７
回
定
例
会
（
一
般
質
問
）

11
日
（
木
）	

第
７
回
定
例
会
（
議
案
審
議
）

19
日
（
金
）	

全
員
協
議
会

１
日
（
水
）	

西
南
濃
管
内
町
議
会
議
員

	

研
修
会
・
交
流
会

14
日
（
火
）	

広
報
編
集
特
別
委
員
会

21
日
（
火
）	

全
員
協
議
会

	

広
報
編
集
特
別
委
員
会

市
町
村
議
会
議
員
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

８
月
21
日
（
木
）
Ｏ
Ｋ
Ｂ
ふ
れ

あ
い
会
館
に
お
い
て
市
町
村
議

会
議
員
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
た
。

武
庫
川
女
子
大
学
経
営
学
部

金
﨑
健
太
郎
教
授
を
講
師
に
迎

え
、「
こ
れ
か
ら
の
地
方
議
会
へ

の
期
待
～
人
口
減
少
時
代
を
見

据
え
て
～
」に
つ
い
て
講
演
を
聴

い
た
。

12月定例会のお知らせ
☆会期の日程
　12 月   １日（月）開会、議案の説明
　12 月 10 日（水）一般質問
　12 月 11 日（木）議案の審議
☆場所　役場３階 議場
☆時間　午前９時 30 分から

性顕寺 本堂
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